
〈特集〉 

掛川、
ここにあり。

農 林 水 産 大 臣 賞 　 　 　 　 受 賞W

5 年 連 続 26回目の 産 地 賞

K A K E G A W A

C H A

茶処、掛川にまた一つ歴史が加わりました。

今年度の全国茶品評会で東山茶業組合が、東京都優良茶品評会で山啓製茶が

それぞれ一等一席、農林水産大臣賞を受賞。茶の生産、製造、仕上げ、

あらゆる技術で産地のレベルの高さを表す結果となりました。

主産地としての自負と、おごることなく重ねる研さん。

「掛川、ここにあり」。それを全国に示します。

史上初、
前人未到の４連覇

２１年ぶりの栄冠
山啓製茶
やま　 　け い

第５2回東京都優良茶品評会 「都の華」部門

BEST AWARD

（写真上）

東山茶業組合
第７8回全国茶品評会 （深蒸し煎茶の部）

BEST AWARD

（写真右）

全国茶品評会で上位入賞を多数占めた掛川市が、５年連続２６回目の産地賞を受賞。
深蒸し煎茶の産地としての名声を高めました。
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〈特集〉 

全国最多の産地賞受賞は、ひとえに関係各位の一丸と
なった取り組みの賜物であり、良質茶の生産に取り組まれ
ている茶生産者の皆様をはじめ、関係各位の御尽力に深く
敬意を表するとともに、心よりお喜び申し上げる次第です。
茶業を取り巻く状況も依然として予断を許さない状況が

続いておりますが、市としましても、今回の産地賞受賞を追
い風にした高品質な掛川茶ブランドをさらに情報発信して
まいります。また、従来の掛川市茶振興計画を抜本的に見直
し、茶業の厳しい現状を打破すべく新たに策定した「掛川茶
未来創造プロジェクト」のもと、今回の産地賞受賞を国内外
における販路開拓や消費拡大に繋げ、昨今の厳しい状況を
打開していきたいと思います。

喜び、安堵。産地の思い。

株
式
会
社
静
岡
茶
市
場（
静
岡
市
）

で
開
か
れ
た
第
78
回
全
国
茶
品
評
会

は
、
１
０
７
点
が
出
品
し
た
深
蒸
し
煎

茶
の
部
で
、東
山
茶
業
組
合
が
１
等
１

席
、農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
２
年
前
の
第
57
回
静

岡
県
茶
品
評
会（
深
蒸
し

煎
茶
の
部
）
で
大
臣
賞
を

受
賞
し
、
全
国
茶
品
評
会

で
は
平
成
15
年
以
来
２
回

目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

出
品
し
た
お
茶
は
、
組

合
員
全
員
が
持
ち
寄
っ
た

茶
葉
を
製
茶
。
生
育
が
良

く
良
質
な
茶
葉
だ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
品
評
会
を
省

み
て
、
み
る
芽
で
の
摘
採
を
呼
び
か
け

た
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

杉
山
裕
朗
代
表
理
事
は
、「
全
国
茶

品
評
会
で
は
も
う
一
歩
が
続
い
て
い

た
。
21
年
ぶ
り
と
い
う

こ
と
で
喜
び
は
大
き

い
。
信
頼
し
て
仕
事

を
任
せ
て
い
る
組
合

員
た
ち
の
お
か
げ
だ
」

と
語
り
ま
す
。

出
品
茶
に
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
た
と

い
う
杉
山
敏
広
工
場
長
は
、「
下
見
会

を
し
た
中
で
も
一
番
だ
と
思
っ
た
。
香

気
や
滋
味
を
意
識
し
た
製
造
を
行
い
、

満
足
の
い
く
出
来
だ
っ
た
」
と
話
し
ま

原田総合製茶（原田）２ 等
丸山製茶アグリ事業部 丸板工場（上内田）
山東茶業組合（東山） 夢路 松下園（西山口）
掛川城南茶業組合 工場長（上内田）
中山茶業組合（日坂）

３ 等

令和６年 ８月２７日（火）～３０日（金）
会場：株式会社静岡茶市場（静岡市）

深蒸し煎茶の部（出品１０７点）

第７８回  全国茶品評会

１等１席 東山茶業組合 （東　山）

１等４席 掛川城南茶業組合 （上内田）
１等５席 東山茶業組合 工場長 （東　山）

農 林 水 産 大 臣 賞

出品社数４０社　総出品数１００点

都の華の部

第５2回 東京都優良茶品評会

１等１席 山啓製茶 農 林 水 産 大 臣 賞

１等1席 大井製茶 １等2席 山啓製茶
都の誉の部

１等1席 山啓製茶 １等2席 柳澤弘三商店
都の香の部

東山茶業組合
BEST AWARD

山啓製茶
BEST AWARD

Voice 久保田 崇 掛川市長

「喜び大きい」
全員でつかんだ栄光

旬を見逃さず、
最高の技術で
たどり着いた境地

す
。同

工
場
で
は
、
令
和
４
年
か
ら
専
属

茶
師
に
よ
る
製
造
と
共
同
摘
採
を
行
う

な
ど
分
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
杉

山
代
表
理
事
は「
お
茶
を
も
む
の
が
好

き
、
刈
る
が
好
き
と
い
う
組
合
員
が
い

る
。
み
ん
な
が
楽
し
い
と
感
じ
る
よ
う

に
効
率
的
な
操
業
を
目
指
し
て
い
る
」

と
今
後
の
茶
生
産
に
意
気
込
み
ま
す
。

平
成
14
年
に
操
業
し
た
同
組
合
は
、

現
在
17
名
で
構
成
。
茶
園
面
積
は
約
55

ha
で
、
粟
ヶ
岳
の
ふ
も
と
で
生
産
さ
れ

る
茶
葉
は
、
深
蒸
し
に
適
し
た
厚
い
葉

肉
が
特
徴
で
す
。

東
山
口
地
区
に
あ
る
茶
問
屋
の
山
啓

製
茶
が
、ま
た
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

静
岡
や
鹿
児
島
な
ど
全
国
の
茶
問
屋
ら

が
製
造
し
た
お
茶
を
審
査
す
る「
第
52

回
東
京
都
優
良
茶
品
評
会
」
の
都
の
華

部
門
（
仕
上
げ
茶
１
㎏
７
、０
０
０
円
）

で
、
最
高
賞
と
な
る
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
。
前
回
、
大
会
史
上
初
の
３
連

覇
を
果
た
し
た
自
ら
の
記
録
を
更
新

し
、
４
回
連
続
８
度
目
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

斎
藤
徹
社
長
は
、「
良
質
な
茶
葉
を

生
産
し
て
く
れ
た
生
産
者
に
感
謝
し
た

い
。
受
賞
を
今
後
の
茶
業
振
興
に
役
立

て
た
い
」
と
喜
び
ま
す
。

努
力
の
成
果
が
出
た
と
い
う
の
は
、

受
賞
茶
の
製
造
を
担
当
し
た
渡
辺
直
利

製
造
部
長
。「
地
元
の
高
品
質
の
お
茶

を
う
ま
く
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
仕

上
げ
と
ブ
レ
ン
ド
を
駆
使
す
る
こ
と
で

４
連
覇
を
達
成
で
き
た
。
１
位
を
取
る

の
は
簡
単
で
は
な
く
、
努
力
し
た
か
い

が
あ
っ
て
つ
か
み
取
れ
た
も
の
。
研
究

に
研
究
を
重
ね
、
最
良
の
も
の
を
生
み

出
し
差
別
化
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
し
ま
す
。

と
も
に
製
造
に
携
わ
っ
た
渡
辺
高
良

営
業
部
長
は
、「
良
い
も
の
に
仕
上
げ

て
い
く
の
が
問
屋
の
技
術
。
水
色
、
滋

味
な
ど
す
べ
て
が
欠
け
て
は
い
け
な

い
。
い
か
に
１
０
０
点
満
点
に
近
い
も

の
を
引
き
出
せ
る
か
。
う
ち
に
は
16
回

の
農
林
水
産
大
臣
賞
の
歴
史
が
あ
り
、

お
茶
に
向
き
合
っ
て
き
た
経
験
が
大
き

い
」
と
受
賞
の
要
因
を
語
り
ま
す
。

同
社
は
、
新
し
い
冷
蔵
倉
庫
を
建
設

し
、今
年
９
月
に
完
成
し
ま
し
た
。「
掛

川
と
い
う
最
高
の
土
地
で
最
高
の
お
茶

を
造
る
」。
将
来
に
向
け
て
常
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
を
見
せ
ま
す
。

受賞を
追い風に！

お
め
で
と
う

　ご
ざ
い
ま
す

▲
東
山
茶
業
組
合
の
工
場
内

▲粟ヶ岳のふもとで良質な
お茶が生産されています

▲９月に完成した
冷蔵倉庫の拝見場

▲道の駅掛川にあるアンテナショップ「お
茶処東山」で、１０月に大臣賞受賞記念茶
を発売する予定です。
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